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心
しん

配
ぱい

に対
たい

処
しょ

する
時
とき

々
どき

，世
よ

の中
なか

にはおそろしいこと
がたくさんあるように思

おも

えること
があります。心

しん

配
ぱい

だったり，こわ
かったりするときには，次

つぎ

のよう
なことをしてみてください。

•	 信
しん

頼
らい

できる大
おと

人
な

に心
しん

配
ぱい

事
ごと

を相
そう

談
だん

する。

•	 日
にっ

記
き

に自
じ

分
ぶん

の気
き

持
も

ちを書
か

く。

•	 深
しん

呼
こ

吸
きゅう

をする，おだやかな音
おん

楽
がく

をきくなど，気
き

持
も

ちを落
お

ち着
つ

かせ
てくれることをする。

•	 天
てん

の御
おん

父
ちち

に平
へい

安
あん

となぐさめを求
もと

めていのる。

•	 だれかを助
たす

けるために自
じ

分
ぶん

にできる小
ちい

さなことについて考
かんが

える。

「あなたがたが同
はら

胞
から

のためにつとめるのは，とりも
なおさず，あなたがたの神

かみ

のためにつとめるので
ある。」（モーサヤ 2：17）

たつまきのニュースを聞
き

いたとき，ジョサイアは
こわくなりました。目

め

にした写
しゃ

真
しん

のことが頭
あたま

をはなれません。たつまきの写
しゃ

真
しん

と，たつまきに
よる大

おお

きな被
ひ

害
がい

の写
しゃ

真
しん

です。ある写
しゃ

真
しん

には，ピン
ク色

いろ

の長
なが

ぐつをはいた小
ちい

さな女
おんな

の子
こ

がうつっていま
した。その子

こ

はジョサイアと同
おな

じくらいの年
とし

に見
み

え，
以
い

前
ぜん

は自
じ

分
ぶん

の家
いえ

だったがれきの山
やま

の上
うえ

に立
た

っていました。
あの子

こ

はどうなっちゃうんだろう？ 家
いえ

をなくしたたくさんの
人
ひと

たちは？
「すごくねむそうね。」次

つぎ

の朝
あさ

，ママが言
い

いました。�
「大

だい

丈
じょう

夫
ぶ

？」
ジョサイアはかたをすくめました。
ママがジョサイアの顔

かお

にふれます。「熱
ねつ

は
ないし。朝

あさ

ごはんを食
た

べて様
よう

子
す

をみましょ
うか。パパがホットケーキを作

つく

ってる
のよ。」
キッチンでは，パパがコンロのそ
ばに立

た

ってホットケーキをひっく
り返

かえ

していました。その間
あいだ

も，携
けい

帯
たい

電
でん

話
わ

にちらちらと目
め

をやります。
「たつまきで大

おお

きな被
ひ

害
がい

が出
で

た
な」とパパが言

い

います。「まだ何
なん

千
ぜん

ゲイル・キニー・コルネリウス
（ほんとうにあったお話

はなし

をもとに書
か

かれました）

たつまきの	
きょうふ

戸
こ

も停
てい

電
でん

したままだ。」
「じきにふっきゅうするといいんだけど」とママが言

い

いまし
た。ママとパパはたつまきのことばかり話

はな

しています。ジョサ
イアはテーブルにつくと，両

りょう

手
て

で頭
あたま

をかかえました。
「おい，大

だい

丈
じょう

夫
ぶ

か？」パパが聞
き

きました。
ジョサイアは顔

かお

を上
あ

げ，「こわいんだ」と言
い

いました。「ここ
にもたつまきが来

く

るの？ 家
いえ

がふき飛
と

ばされてしまうのはいや
だよ。」ジョサイアは泣

な

き出
だ

しました。
ママが椅

い

子
す

にこしかけ，ジョサイアにうでを回
まわ

しました。
「何

なに

かおそろしいことが自
じ

分
ぶん

たちに起
お

こるかどうか，わたした
ちには分

わ

からないの。だけどね，何
なに

が起
お

こっても，天
てん

のお父
とう

様
さま

が
きっとわたしたちを助

たす

けてくださるわ。」
「だけど，たつまきにまきこまれた人

ひと

たち
は？」とジョサイアは言

い

いました。
「天

てん

のお父
とう

様
さま

は，なぜあの人
ひと

たちを
助
たす

けてくださらなかったの？」
「天

てん

のお父
とう

様
さま

は，あの人
ひと

たちを
助
たす

けておられるんだよ」とパパ
が言

い

いました。パパが山
やま

もりの
ホットケーキをテーブルに置

お

き
ます。「天

てん

のお父
とう

様
さま

は，悪
わる

いことを
全
ぜん

部
ぶ

起
お

こらないようにしてくださる
わけじゃない。けれど，いつでも御

ご

自
じ

分
ぶん

の
子
こ

供
ども

たちを助
たす

けてくださる。」
「どうやって？」とジョサイアは言

い

いました。
「たとえば，小

ちい

さなきせきを行
おこな

われたり，人
ひと

々
びと

がなぐさめを感
かん

じられるよう助
たす

けられたり，助
たす

けの手
て

を差
さ

しのべるよう，ほかの
人
ひと

たちに霊
れい

感
かん

をあたえられたりすることもある。」
ママがうなずきます。「天

てん

のお父
とう

様
さま

はわたしたちを通
とお

してほ
かの人

ひと

たちをお助
たす

けになることが多
おお

いの。」
「ジョンソンさんの家

いえ

が火
か

事
じ

になったとき，うちにとまっても
らったことがあっただろう？ ジョサイアの部

へ

屋
や

にねてもらった
ね」とパパが言

い

います。
「それでジョサイアが赤

あか

ちゃんと遊
あそ

んでくれたから，パパとマ

マはかれらの家
いえ

を建
た

て直
なお

すのを手
て

伝
つだ

うことができたわね」とマ
マが付

つ

け加
くわ

えます。「あれはとても助
たす

かったわ。今
いま

ではジョン
ソンさんたちは，自

じ

分
ぶん

たちの家
いえ

にもどることができたものね。」
ジョサイアはにっこりしました。ジョンソンさんたちを助

たす

ける
のは好

す

きでした。あれが，天
てん

のお父
とう

様
さま

がぼくを通
とお

して助
たす

けられ
たということだったのだろうか？
「それから，地

じ

震
しん

にあった人
ひと

たちのためにお金
かね

を集
あつ

めるため
に，スパゲッティーの夕

ゆう

食
しょく

会
かい

を開
ひら

いたことがあっただろう」とパ
パが言

い

いました。
「ぼくはゆかのそうじを手

て

伝
つだ

ったよ」とジョサイアが言
い

いました。
「そうだったな」とパパが言

い

います。
「たつまきの近

ちか

くにいる人
ひと

たちのことはどうしたらいいの？」
とジョサイアがたずねました。「ぼくたちにできることはある
かな。」
「きっと天

てん

のお父
とう

様
さま

がジョサイアに，手
て

を差
さ

しのべるようにう
ながしておられるのね。ジョサイアは，わたしたちに何

なに

ができ
ると思

おも

う？」とママが言
い

いました。
「ぼくが誕

たん

生
じょう

日
び

にもらったお金
かね

は役
やく

に立
た

つかな？」とジョサイ
アが言

い

いました。「まだとってあるんだ。」
「ええ，役

やく

に立
た

つわよ」とママが言
い

いました。「パパとママに
も，いくらか使

つか

えるお金
かね

があるしね。」
ジョサイアはホットケーキに目

め

をやりました。すごくおいし
そうです。「おいのりしてもいい？」
「もちろんだよ」とパパが言

い

いました。
ジョサイアは頭

あたま

を下
さ

げました。ジョサイアは天
てん

のお父
とう

様
さま

に，
食
た

べ物
もの

をあたえてくださったことと，いつも御
ご

自
じ

分
ぶん

の子
こ

供
ども

たちを
助
たす

けてくださっていることに感
かん

謝
しゃ

をのべました。それから，ジョ
サイアはたつまきで被

ひ

害
がい

を受
う

けた人
ひと

たちのためにいのりまし
た。ジョサイアは，自

じ

分
ぶん

や家
か

族
ぞく

ができることを，ほかにももっと
知
し

ることができるようにお願
ねが

いしました。
おいのりを終

お

えると，ジョサイアはホットケーキにかぶりつき
ました。人

ひと

を助
たす

ける方
ほう

法
ほう

はたくさんあるのです！ ジョサイアは
気
き

持
も

ちがぐっと楽
らく

になりました。●

このお話
はなし

を書
か

いた人
ひと

は，アメリカ合
がっ

衆
しゅう

国
こく

バーモント州
しゅう

に住
す

んでいます。

おそろしい出
で

来
き

事
ごと

が	
世
せ

界
かい

中
じゅう

で	
起
お

こっていました。	
ジョサイアには	

何
なに

ができるでしょうか。
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